
・B4の用紙で印刷してください。

・点線で切ると実際の大きさになります。

山をけずって、外部との往
おう
来
らい
が

できる細い道を造りました。

2 切
きり

通
どお

し

1   空から見た現在の鎌
かま

倉
くら

1

2

頼
より
朝
とも
が鎌

かま
倉
くら
に幕

ばく
府
ふ
を

開いたのは、なぜかな。

1 1185～1225年の幕
ばく
府
ふ
跡
あと

2 1226～1333年の幕府跡
鶴
つるが
岡
おか
八
はち
幡
まん
宮
ぐう
（源

げん
氏
じ
ゆかりの神社）

鎌倉と外部をつなぐ七つの切
きり
通
どお
し

小学校

3   源
みなもとの

頼
より

朝
とも
（1147～99）

〈甲
か
斐
い
善
ぜん
光
こう
寺
じ
蔵
ぞう
〉

2 の切通し
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・B4の用紙で印刷してください。

・点線で切ると実際の大きさになります。

鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の成立
争
そう

乱
らん

の中、 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

3は、鎌倉 1 2

を拠
きょ

点
てん

に政治のしくみを整えていき
ました。平

へい

氏
し

の滅
めつ

亡
ぼう

後に 源
みなもとの

義
よし

経
つね

と対立すると、
義経をとらえることを理由に、1185年に、国ごと
に守
しゅ
護
ご
を、荘

しょう

園
えん

や公
こう

領
りょう

ごとに地
じ
頭
とう
をおくことを

朝
ちょう

廷
てい

に認
みと

めさせました。その後、頼朝は、義経を
かくまったことを理由に奥

おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏 p.63をほろぼ
し、1192年に朝廷から征

せい
夷
い
大
たい
将
しょう
軍
ぐん

p.48に任命され、
全国の武

ぶ

士
し

を従
したが

える地位に就
つ

きました。鎌倉に成
立した武士の政

せい

権
けん

を鎌倉幕
ばく
府
ふ
といい、幕府が続いた

時代を鎌倉時代といいます 1 。
　幕府を支えたのは、将

しょう

軍
ぐん

と、将軍に従う武士（御
ご

１節　武家政治の始まり 66 ～ 67 - 237

いざ鎌
かま

倉
くら

武
ぶ
家
け
政治の成立と展

てん
開
かい

3

鎌倉を中心とした武家政
せい
権
けん
は、どのように

成立し、勢力を拡
かく
大
だい
したのでしょうか。

学習
課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸室町弥生 安土

桃山 令和平
成
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・B4の用紙で印刷してください。

・点線で切ると実際の大きさになります。

家
け
人
にん
）との結びつきでした。将

しょう

軍
ぐん

は、御家人を守
しゅ

護
ご

や地
じ

頭
とう

に任命して、先祖から引きついだ領
りょう

地
ち

を保護
したり、新たな領地を与

あた

えたりしました（御
ご
恩
おん
）。御

家人は、将軍に忠
ちゅう

誠
せい

を誓
ちか

い、京
きょう

都
と

や鎌倉の警
けい

備
び

に
就
つ

いたり、一族を率いて命がけで戦ったりしました
（奉
ほう
公
こう
）。このように、土地を仲立ちとして主

しゅ

従
じゅう

関
係を結ぶしくみを封

ほう
建
けん
制
せい
度
ど
といいます。

北
ほう

条
じょう

氏
し

の
執
しっ

権
けん

政治
頼
より

朝
とも

の死後、有力な御
ご

家
け

人
にん

の間で権
けん

力
りょく

争いが起こると、頼朝の妻の北
ほう

条
じょう

政
まさ

子
こ

7と、その父の北
ほう

条
じょう

時
とき

政
まさ

が、幕
ばく

府
ふ

の実
じっ

権
けん

を
握
にぎ

りました。時政が、将軍を補
ほ

佐
さ

する執
しっ
権
けん
の地位に

就
つ

くと、その後も北条氏 5の一族が執権を独
どく

占
せん

する
ようになりました。源

げん

氏
じ

の将軍が３代で絶えた後は、
京都から貴

き

族
ぞく

や皇
こう

族
ぞく

を将軍として迎
むか

え、それを補佐
する北条氏が、御家人をまとめて幕府の政治を動か

1 鎌倉幕府が成立した時期については、頼
より
朝
とも
が朝

ちょう
廷
てい
から東日本の支配を認

みと
め

られた1183年や、守
しゅ
護
ご
・地

じ
頭
とう
をおいた1185年、頼朝が征

せい
夷
い
大
たい
将
しょう
軍
ぐん
に任じら

れた1192年など、諸
しょ
説
せつ
あります。
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・B4の用紙で印刷してください。

・点線で切ると実際の大きさになります。

しました。これを執
しっ
権
けん
政治といいます。

　一方で、京都の朝
ちょう

廷
てい

では院
いん

政
せい

p.64が続き、国
こく

司
し

を任命していたほか、西
さい

国
ごく

では、荘
しょう

園
えん

の領主である
公
く

家
げ

2 や寺社が力をもっていました。朝廷の力を
再び強めようとしていた後

ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

は、源
げん

氏
じ

の将
しょう

軍
ぐん

が絶えると、1221（承
じょう

久
きゅう

３）年に、幕
ばく

府
ふ

を倒
たお

そ
うと兵を挙げました。しかし、政

まさ

子
こ

らを中心とす
る幕府は、東

とう

国
ごく

の御
ご

家
け

人
にん

を結束させて 8京都を攻
せ

め、
上皇の軍を破りました（承久の乱

らん
6）。幕府は、上皇

らを隠
お

岐
き

（島
しま

根
ね

県）などに追放し、朝廷の監
かん

視
し

を強め
るために、京都に六

ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

をおきました 4。上皇
に味方した公家や西国の武士の土地を没

ぼっ

収
しゅう

し、御
家人をその土地の地

じ

頭
とう

に任命しました。こうして、
幕府は西国にも勢力を伸

の

ばし、支配を広げていきま
した。
2 将軍や上級武士を武

ぶ
家
け
とよぶのに対して、朝廷の貴

き
族
ぞく
を公

く
家
げ
とよびます。
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・B4の用紙で印刷してください。

・点線で切ると実際の大きさになります。

侍

　所

さ
む
ら
い

ど
こ
ろ

問
注
所

も
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ

ら

六
波
羅
探
題

ろ
く
は

た
ん
だ
い

御
家
人
の
統
率

軍
事
・
警
察

ね
ん
ぐ
土
地
の
管
理

年
貢
の
取
り
立
て

一
般
の
政
務

財
政

さ
い
ば
ん

裁
判

地  

頭
じ

と
う

守  

護

し
ゅ

ご

しょうぐん

将軍
しっ けん

執権

か
ま
く
ら

鎌
倉

き
ょ
う

と
京
都

地
方

政

　所

ま
ん

ど
こ
ろ

ち
ょ
う
て
い

京
都
の
警
護

朝
廷
の
監
視

け
い

か
ん
し ご

御
家
人
の
統
率

軍
事
・
警
察
け
い
さ
つ

ご

け
に
ん

と
う
そ
つ

4  鎌倉幕府のしくみ（13世紀前半）

頼家

公暁

実朝

北条時政
ほうじょうときまさ

ときふさ
時房

よしとき
義時

まさ こ
政子

①

1

3 2

②

ながとき
長時

⑥

ときより
時頼

⑤ つねとき
経時

④

⑧

⑨もろとき
師時

⑩

ときむね
時宗

さだとき
貞時

たかとき
高時

⑭

まさむら
政村
⑦

やすとき
泰時

③

みなもとのよりとも

よりいえ

く ぎょう

さねとも

頼朝源

しっ

□の数字は
将軍になった
順序
○の数字は
執権になった
順序
（⑪～⑬は
 省略）

けんしっ

源氏の将
しょう
軍
ぐん
がとだえた後も、	

将軍は９代まで続きました。

5  北
ほう

条
じょう

氏
し

の系
けい

図
ず

と源
げん

氏
じ

との関係
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・B4の用紙で印刷してください。

・点線で切ると実際の大きさになります。

8   北条政子の 訴
うった

え（『吾
あ
妻
ずま
鏡
かがみ
』より一部要約）

　みな心を一つにして聞きなさい。これが最後の言葉です。頼
より
朝
とも
公が朝廷の

敵
てき
を倒

たお
し、幕府を開いて以来、官位や土地など、その御

ご
恩
おん
は山よりも高く海

よりも深いものです。その御恩に報
むく
いる志が浅くてよいはずがありません。

ところが今、朝廷から、執
しっ
権
けん
の北

ほう
条
じょう
義
よし
時
とき
を討

う
てという命令が出されました。

名
めい
誉
よ
を大事にする者は、上

じょう
皇
こう
に味方する武

ぶ
士
し
を倒し、幕府を守りなさい。

後鳥羽上皇の追放地
ご　と　ば じょうこう

佐渡
さ　ど

隠岐
お　き

土御門上皇の追放地
つち み かどじょうこう

（土佐から阿波へ移る）

土佐
と　さ

鎌倉
かまくら

京都
きょう と

順徳上皇の追放地
じゅんとくじょうこう

阿
波
あ

　わ

幕府が御家人
を動員した国

ばく ふ　　　ご　け にん

幕府軍の進路

しゅ ご

じょうきゅう らん
承久の乱の直後に
守護が交代した国

新たに地頭が
任命された地

じ とう

０ 200km

r_p67-6_z_200828.ai

6  承
じょう

久
きゅう

の乱と、その後の動き

小学校
頼
より
朝
とも
の死後に出

しゅっ
家
け
し、やがて自ら幕

ばく
府
ふ
の政治を

取り仕切ったので、後に尼
あま
将
しょう
軍
ぐん
とよばれました。

7   北
ほう

条
じょう

政
まさ

子
こ
（1157～1225）〈安

あん
養
よう
院
いん
蔵
ぞう
〉

１節　武家政治の始まり 66 ～ 67 - 641

R07拡大教科書_中学_歴史_分冊2.indb   41R07拡大教科書_中学_歴史_分冊2.indb   41 2024/12/17   10:372024/12/17   10:37



・B4の用紙で印刷してください。

・点線で切ると実際の大きさになります。

　西国に進出した御
ご

家
け

人
にん

と荘
しょう

園
えん

領
りょう

主
しゅ

との間では、土
地や年

ねん

貢
ぐ

をめぐる争いが増えました。1232（貞
じょう

永
えい

元）年に、執
しっ

権
けん

の北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

らは、御家人に関わる裁
さい

判
ばん

を公平に行うための基準や、守
しゅ

護
ご

や地
じ

頭
とう

の役
やく

割
わり

を、
御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく
（貞
じょう

永
えい

式
しき

目
もく

）9に定めました。その内容は、
公
く

家
げ

とは異
こと

なる武家社会の慣
かん

習
しゅう

や、頼
より

朝
とも

以来の裁判
の例などに基

もと

づく現実的なもので、その後も長く武
家政治の手本とされました。

9   御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく
（一部要約）

一　	諸
しょ
国
こく
の守護の職務は、頼朝公の時代に定められたように、国内の御

ご
家
け
人
にん

を大
おお
番
ばん
（京

きょう
都
と
の御

ご
所
しょ
の警

けい
備
び
）にあたらせること、謀

む
反
ほん
や殺人などの犯罪

人を取りしまることである。
一　	地頭は、荘

しょう
園
えん
の年

ねん
貢
ぐ
を差しおさえてはいけない。

一　	20年以上継
けい
続
ぞく
してその土地を支配していれば、その者に所有を認

みと
める。

一　	女子が養子をとることは、律
りつ
令
りょう
では許されないが、頼朝公の時代から

現在まで、子のない女性が土地を養子にゆずり与
あた
えることは、武士の慣

習として前例は数え切れないほどある。
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・B4の用紙で印刷してください。

・点線で切ると実際の大きさになります。

	 将
しょう
軍
ぐん
と御

ご
家
け
人
にん
の「御

ご
恩
おん
と奉

ほう
公
こう
」

の関係を図に表して確かめよう。

	 承
じょう
久
きゅう
の乱の後、鎌倉幕

ばく
府
ふ
はどの

ように支配を広げたか説明しよう。

確認

表現
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